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｝∫イ

保　育　所 （表1）

匿分 保育所名 所在地 定員

饗
　
　
　
立

鐙島保育所 南　鐙　坂 60

高山保育所 錦　町　2 60

川治保育所 川治上町 60

下条保育所 下条本町 45

西　保　育所 下川原町 90

北原保育所 北　　　原 45

水沢保育所 土　市　2 90

私
　
　
　
立

十日町幼児園 本町西1 60

北越保育園 本町6－1 90

四日町保育園 四日町2 90

山本愛泉保育園 山　本　2 60

森の保育園 大黒沢東 90

いずみ保育園 昭和町3 60

中条保育園 中　　　町 90

慈光保育園 北新田1 90

へき地保育所　　（表2）
磯き地保育所名 所在地 電　　話

吉田保育園 吉田山谷 57－1418

新座保育園 新座2 57－6002

水沢南部保育園 水沢3 58－2229

六箇保育園 田　　麦 52－3418

白梅保育園 高田町4 57－8338

飛渡保育園 新　　水 59－2032

鉢　保　育　園 鉢　　2 52－5544

八箇保育園 池之平 57－0062

幼　稚　園

驕　・灘懸覇聯醗難成饗

翻　麟・灘露黙轟灘月育

す保類出
o育は書
　所市類
　＿社
　表会申
　1福請
　一祉圭
　に事！
あ奮添

　り・付

　
平
成
三
年
四
月
か
ら
、
新
た

に
保
育
所
・
幼
稚
園
へ
の
入
所
・

入
園
を
希
望
す
る
児
童
の
受
け

付
け
を
始
め
ま
す
。

　
　
保
育
所

■
受
付
期
間
　
十
一
月
一
日
㈲

　
～
十
六
日
㈲

■
入
所
資
格
　
市
内
に
住
民
登

　
録
の
あ
る
保
育
に
欠
け
る
児

■
入
所
選
考
　
保
育
に
欠
け
る

　
程
度
の
高
い
児
童
か
ら
入
所

　
決
定
を
し
ま
す
の
で
、
定
員

　
を
超
え
て
希
望
の
あ
る
場
合

　
は
、
そ
の
保
育
所
へ
入
所
で

　
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
申
し
込
み
　
市
社
会
福
祉
事

務
所
福
祉
係
（
智
5
7
－
3
1

　
1
1
内
線
悩
・
燭
）
へ
。

へ
き
地
保
育
所

■
受
付
期
間
　
十
一
月
一
日
㈲

～
十
六
日
㈲

■
入
所
資
格
　
市
内
に
住
民
登

録
の
あ
る
保
育
に
欠
け
る
児

（表3）

幼稚園名 所在地 電　話
定　　　員

3歳 4歳 5歳
愛宕幼稚園 川原町 52－3123 60 若干名 若干名

天使幼稚園 寿町4 52－3466 60 20 若干名

むつみ幼稚園 桑　原 56－2424 50 36 36

『
．
幼
稚
園
児
入
所
案
内

日
㈲
か
ら
受
け
付
け
ま
す

　
童

■
提
出
書
類
　
申
請
書
等
は
各

　
へ
き
地
保
育
所
（
表
2
）
に

　
あ
り
ま
す
。

■
申
し
込
み
　
入
所
を
希
望
す

　
る
へ
き
地
保
育
所
へ
。

　
　
幼
　
稚
、
園

■
受
付
期
間
　
十
一
月
一
日
㈲

　
～
三
十
日
㈲

■
入
園
資
格
　
平
成
三
年
四
月

　
一
日
現
在
、
満
三
歳
以
上
の

就
学
前
の
児
童

■
提
出
書
類
　
申
請
書
等
は
各

幼
稚
園
（
表
3
）
に
あ
り
ま

　す。

■
申
し
込
み
　
入
園
を
希
望
す

る
幼
稚
園
へ
。

11月12日（月）、市役所は休みになります。
　この日は、天皇の「即位の礼」

が行われ、「即位礼正殿の儀の行わ

れる日を休日とする法律」により、

国民の祝日となりました。

当日は、国・県をはじめ市の関

係機関は休みとなります。

囹11月12日（月）に休日となる市の施設

●市役所本庁および各出張所●公

民館●総合体育館●武道館●博物

館●羽根川荘●四ツ宮荘●身体障

害者福祉センター

囹小・中学校も休みになります。

囹ごみ収集と焼却場の一般持ち込

みは、平常どおり行います。

囹消防署の事務部門は休みとなり
ます。

囹休日救急医は、至誠堂医院（西

浦町東盈52－3276）です。
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髄のあいさつをするエリス・ペルナスコー二市長（公式レセプションに七）

黙
獺
難

10月3日（水）

　16：30　平和記念碑に献花

　18：30　コモ市役所議場で公式レセプシ

　　　　ョン
　20：00　正式晩餐会（レストラン“ビッ

　　　　ラ・フローリ”）
10月4日（木）

　10：00　繊維会社“ラッティ社”見学

　15：00　馬場小学校児童の絵とコモ小学

　　　　生の絵の展覧会開会式（チェル
　　　　ニッチ館）・
　16：00　コモ市民との意見交換（　〃　）

　18：00　絹の博物館開館式（繊維大学）

　20：00　使節団主催晩餐会（レストラン
　　　　　“ラ・フォルケッタ・ドロ”）

10月5日㈹
　18：00　コモ見本市の視察

　20：00　商工会議所招待による晩餐会
　　　　（レストラン“インバルカデーラ”）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　回　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　瑠　　　　　　　　　　　　　　　　　　鍵　　　　　　　　　　　　　　　　圃　　　　　　　　　　　　　　擁　　　　　　　　　　　撰　　　　　　　　　製　　　　　　翻　　　　罐　　羅灘

流を検討交の座談会で今後
　イタリア・コモ市との姉妹都市盟約15周年を記念した親善使節団（団長池田収入役）と

青少年親善使節団（団長笠原実）の一行23名は、10月3・4・5日の公式訪問を終え9日
と10日に帰国しました。親善使節団一行は、レセプション・工場視察・コモ市民との意見

交換など3日間の中で絹織物の生産地、観光都市を視察。そして、来年5月のきものまつり
への招待状と中振袖を贈り公式訪問を終了しました。また、青少年親善使節団は繊維大学

見学やコモ市の青少年と交流し熱い友情を深めてきました。
　今回の公式訪問の様子について、両団長から報告していただきました。

　
美
し
い
コ
モ
市
の
景
観
に
感
嘆

　
コ
モ
市
と
の
姉
妹
都
市
盟
約
十
五
周

年
を
記
念
し
、
こ
の
度
十
月
一
日
か
ら

九
日
ま
で
の
日
程
で
コ
モ
市
を
訪
問
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
は
か
ら
ず
も
私
が
、
総
勢
二
十
三
名

の
団
長
を
引
き
受
け
る
こ
と
に
な
り
、

樋
口
市
議
会
議
長
は
じ
め
団
員
各
位
の

ご
協
力
を
得
て
、
無
事
重
責
を
果
た
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
と
わ
ざ

　
「
百
聞
は
一
見
に
如
ず
」
と
い
う
諺

が
あ
り
ま
す
が
、
あ
る
程
度
コ
モ
市
に

対
す
る
知
識
を
持
っ
て
い
た
つ
も
り
で

あ
り
ま
し
た
が
、
コ
モ
の
地
に
足
を
踏

み
入
れ
て
み
て
、
そ
の
美
し
さ
に
改
め

て
驚
嘆
い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
が
コ
モ

市
訪
問
の
率
直
な
感
想
で
あ
り
ま
す
。

　
山
紫
水
明
・
風
光
明
媚
、
特
に
美
し

い
コ
モ
湖
、
そ
し
て
由
緒
あ
る
建
物
が

自
然
と
見
事
に
調
和
し
た
、
ま
さ
に
筆

舌
に
尽
く
し
難
い
景
観
を
誇
る
す
ば
ら

し
い
街
で
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
す
ば
ら
し
い
街
と
姉
妹
都
市
の

盟
約
を
結
ん
で
、
既
に
十
五
年
を
経
過

し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
全
国
で
外
国

都
市
と
の
姉
妹
都
市
縁
組
総
数
は
、
現

在
六
九
〇
を
超
え
て
い
ま
す
。
そ
の
内
、

既
に
形
骸
化
し
て
い
る
自
治
体
も
相
当

数
に
の
ぼ
っ
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
、

い
か
に
国
際
交
流
が
む
ず
か
し
い
か
を

物
語
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
確
か
に
国
際
交
流
は
、
人
種
、
言
語
、

風
俗
、
習
慣
な
ど
の
相
違
を
の
り
こ
え

て
相
互
理
解
を
深
め
な
い
限
り
、
十
年
、

二
十
年
と
継
続
し
て
い
く
こ
と
は
極
め

て
困
難
性
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
交
流
の
あ
り
方
を
模
索

　
本
市
も
、
コ
モ
市
と
の
交
流
十
五
年

目
と
な
り
、
大
き
な
一
つ
の
節
目
を
迎

え
ま
し
た
。
今
後
コ
モ
市
と
の
交
流
は

い
か
に
対
応
す
べ
き
か
、
こ
の
こ
と
が

大
き
な
課
題
で
あ
り
、
今
回
の
訪
問
の

最
大
の
テ
ー
マ
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
交
流
に
つ
い
て
の

コ
モ
市
の
考
え
方
を
知
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
、
あ
ら
か
じ
め
座
談
会
の
要
請

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
コ
モ
市
日
程
二
日
目
に
座
談
会
を
開

催
、
教
育
担
当
、
ス
ポ
ー
ツ
担
当
、
総

務
担
当
の
各
助
役
、
図
書
館
長
、
市
の

　
　
　
そ
ヤ
つ
そ
う

部
長
等
鉾
々
た
る
メ
ン
バ
ー
八
名
が
出

席
さ
れ
、
「
人
的
交
流
」
を
テ
ー
マ
と
し

て
話
し
合
い
が
始
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
人
的
交
流
に
つ
い
て
の
コ
モ
市
側
の

発
言
は
極
め
て
具
体
的
で
、
織
物
組
合
、

商
工
会
議
所
、
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
、
学

校
、
教
師
、
技
術
者
の
交
流
を
は
じ
め
、

青
少
年
の
交
流
等
今
す
ぐ
に
で
も
こ
れ

ら
を
実
施
し
た
い
旨
の
発
言
が
出
さ
れ

ま
し
た
。
し
か
し
、
言
語
や
高
額
な
旅

費
が
大
き
な
ネ
ッ
ク
に
な
っ
て
い
る
と

い
う
指
摘
が
あ
り
ま
し
た
。

　
コ
モ
市
で
は
、
青
少
年
の
派
遣
に
対

し
て
、
市
か
ら
の
特
別
な
補
助
は
な
く
、

2



　
青
少
年
親
善
使
節

団
が
、
コ
モ
市
を
訪

れ
た
の
は
今
回
で
四

回
目
と
な
り
ま
し
た
。

コ
モ
市
滞
在
中
は
公

式
使
節
団
と
は
一
部

別
行
動
に
な
り
ま
し

た
。　

初
日
の
夜
に
は
コ

モ
市
役
所
に
お
い
て

公
式
親
善
セ
レ
モ
ニ

ー
が
行
わ
れ
、
そ
の

後
コ
モ
市
主
催
の
歓

迎
夕
食
会
に
出
席
し

ま
し
た
。

　
第
二
日
は
公
式
使

節
団
と
別
れ
て
繊
維

大
学
を
見
学
、
そ
の

後
コ
モ
市
の
青
少
年

た
ち
と
交
流
に
つ
い

て
話
し
合
い
、
そ
の

席
で
、
コ
モ
市
側
か

心ひとつに！大合唱で友情を深めました

ら
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
の
交
換
が
提
案
さ

れ
ま
し
た
。

　
そ
の
夜
は
使
節
団
主
催
の
晩
餐
会
に

出
席
し
ま
し
た
。

　
晩
餐
会
で
は
、
日
本
の
秋
の
歌
と
し

て
「
も
み
じ
」
と
、
イ
タ
リ
ア
民
謡
の

「
サ
ン
タ
ル
チ
ア
」
を
日
本
語
と
イ
タ

リ
ア
語
で
歌
い
ま
し
た
。
出
席
者
一
同

大
合
唱
と
な
り
晩
餐
会
を
大
い
に
盛
り

上
げ
ま
し
た
。

　
第
三
日
は
遊
覧
船
に
乗
っ
て
コ
モ
湖

と
そ
の
周
辺
を
見
学
し
た
り
、
コ
モ
市

街
地
を
散
策
し
た
り
し
ま
し
た
。
夜
は

コ
モ
市
の
商
工
業
者
の
物
産
展
を
見
学

し
、
公
式
使
節
団
と
別
れ
て
コ
モ
市
の

青
少
年
た
ち
が
主
催
し
た
パ
ー
テ
ィ
に

出
席
し
ま
し
た
。

　
パ
ー
テ
ィ
で
は
、
日
本
か
ら
持
参
し

た
千
代
紙
で
折
り
紙
を
し
た
り
、
ビ
ー

ト
ル
ズ
の
歌
を
歌
っ
た
り
し
な
が
ら
楽

し
み
ま
し
た
。

　
こ
の
時
に
は
、
通
訳
の
人
を
介
さ
ず

喫茶店でミニ折り紙教室

懸
■
灘

に
、
英
語
、
イ
タ
リ
ア
語
、
日
本
語
を

上
手
に
使
い
分
け
て
、
直
接
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
ま
し
た
。

　
宿
舎
に
つ
い
て
は
、
公
式
使
節
団
と

は
別
に
三
日
間
と
も
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル

で
過
ご
し
ま
し
た
。
青
少
年
に
つ
い
て

は
、
従
来
は
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
あ
っ
た

の
で
す
が
、
今
回
は
受
入
側
の
都
合
で

ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

　
コ
モ
市
滞
在
中
は
国
際
親
善
や
交
流

を
テ
ー
マ
に
、
現
地
で
サ
ー
ク
ル
活
動

を
行
っ
て
い
る
三
人
の
青
少
年
が
付
き

添
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
コ
モ
市
役
所
が

彼
ら
に
付
き
添
い
を
お
願
い
し
て
く
れ

た
も
の
で
、
私
た
ち
と
年
齢
も
近
く
気

軽
に
話
し
か
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
私
た
ち
青
少
年
は
、
事
前
に
英
会
話

と
イ
タ
リ
ア
語
会
話
の
ミ
ニ
レ
ッ
ス
ン

を
受
け
て
い
た
お
か
げ
で
、
抵
抗
な
く

コ
モ
市
の
皆
さ
ん
と
話
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
交
流
を
進
め
る
た
め
に
は
直

接
言
葉
を
取
り
交
わ
す
こ
と
が
大
切
で
、

英
会
話
の
重
要
性
を
認
識
し
ま
し
た
。

総
て
自
己
負
担
と
な
っ
て
い
る
の
で
、

十
日
町
市
を
訪
問
す
る
こ
と
は
容
易
で

な
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　
国
際
社
会
に
対
応
で
き
、
世
界
経
済

の
流
れ
の
中
で
躍
動
す
る
次
代
を
担
う

青
年
を
育
て
る
こ
と
は
、
極
め
て
意
義

深
い
も
の
が
あ
る
と
い
う
点
で
、
意
見

は
一
致
し
た
も
の
の
言
語
、
旅
費
等
の

問
題
を
残
す
な
ど
、
今
後
の
対
応
の
む

ず
か
し
さ
を
痛
感
し
た
次
第
で
あ
り
ま

す
。

　
民
間
レ
ベ
ル
で
の
交
流
が
必
要

　
国
際
交
流
の
対
応
と
し
て
、
コ
モ
市

は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
を
養
成
し
、

今
回
の
青
少
年
の
交
流
に
つ
い
て
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
も
、
ほ
と
ん
ど
そ
の
グ
ル
ー

プ
に
よ
っ
て
計
画
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
、

国
際
交
流
に
対
す
る
考
え
方
が
一
歩
進

ん
で
い
る
と
い
う
印
象
を
受
け
て
き
ま

し
た
。
ま
た
コ
モ
市
は
、
ド
イ
ツ
の
フ

ル
ダ
市
と
三
十
年
来
の
つ
き
合
い
を
し
、

現
在
も
良
好
な
交
流
が
続
け
ら
れ
て
い

る
と
い
う
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
初
め
の
十
五
年
位
は
、
市
役
所
同
士

の
対
話
に
し
か
す
ぎ
な
か
っ
た
が
、
そ

の
後
交
流
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
し

た
結
果
、
ス
ポ
ー
ツ
選
手
の
交
流
を
進

め
る
こ
と
と
し
、
そ
の
後
学
校
同
士
、

交
通
巡
査
の
交
流
と
枠
を
広
め
て
い
き
、

今
で
は
、
両
市
の
お
ま
つ
り
の
時
に
も
、

個
人
一
人
ご
と
の
交
流
が
行
わ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
れ

に
は
、
地
理
的
条
件
、
言
葉
も
比
較
的

通
じ
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
し

た
が
、
特
に
姉
妹
都
市
の
関
係
は
、
民

間
団
体
レ
ベ
ル
で
の
交
流
の
必
要
性
を

力
説
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
国
際
交
流
へ
の
基
盤
確
立
が
課
題

　
こ
の
度
の
訪
間
を
終
え
、
行
政
レ
ベ

ル
で
の
交
流
は
、
文
化
、
産
業
、
経
済

と
い
う
面
か
ら
の
交
流
に
乏
し
く
、
ま

た
そ
れ
ら
の
進
展
に
つ
い
て
も
限
界
が

あ
り
、
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
、
十
分

検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
痛

感
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
国
際
交
流
に
関

す
る
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
（
団
体
・
協

会
）
を
設
立
し
、
民
間
グ
ル
ー
プ
に
よ

る
国
際
交
流
の
推
進
を
図
っ
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
強
く
感
じ
た
次
第
で
あ
り

ま
す
。

　
今
回
の
訪
問
で
、
馬
場
小
学
校
の
五

年
生
、
六
年
生
全
員
の
絵
を
持
参
し
、

チ
ェ
ル
ニ
ッ
チ
館
の
多
目
的
ホ
ー
ル
で

展
示
会
が
開
催
さ
れ
、
コ
モ
市
の
小
学

生
の
コ
ー
ラ
ス
の
中
で
絵
画
の
交
換
が

行
わ
れ
た
時
は
、
何
か
胸
に
熱
い
も
の

を
感
じ
ま
し
た
。
コ
モ
市
の
小
学
校
の

先
生
の
「
豊
か
な
色
彩
、
自
由
な
発
想

で
子
供
た
ち
の
世
界
は
ど
こ
も
同
じ
だ
」

そ
し
て
「
馬
場
小
学
校
と
の
交
流
を
図

り
た
い
」
と
い
う
挨
拶
は
、
私
た
ち
の

心
を
温
め
て
く
れ
ま
し
た
。

初の試み！馬場小・コモ小児童の絵の交換
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第聰回粥雪・利雪蝦垂羅

．

灘　
　
嚢

　
　
　
　
蹴

　
　
　
　
　
纒

　
　
　
　
　
　
　
　
難

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
認

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
灘

獺
　§

騰

獺
　
鞭

　
岬
畷
噌
髭
逡
榔
嚢
曽
郵
箋

螺

　　　　　　　　　　　　　　　　　　・鋤．、．、》欝蒙灘

難鍵攣零；羅』講騨

嚢欄
鞭

舞
雪
翻 謹；繊 ｝

灘

　　　　　り　
　　　　　　萎　　麟．
　　　　　　蓑　葦鱗
　　　　　　　ぎ　　　，馨縮覇綴　　　　　　鱒　　　　　灘罹鎌
‘劇耐．’・灘　雛輩　至

鑛羅轄欝萎灘
　　螂　　椰　　　　　　　　萎一

榊鱒羅i…．

　罹

鵬

．叢

　第10回克雪・利雪フェアが10月14日（日）、15日（月）の両日、クロス10で

開かれました。56豪雪を契機に始まったこのフェアも記念すべき10回

目を迎え、今年は日本雪氷学会全国大会と同時開催されました。

　会場には、除雪機械・屋根融雪関連業社27社が出展。熱心に耳を傾

ける市民の姿が見られました。また、塩ノ又に保存してある雪を利用

してのお楽しみコーナーやいっぷくコーナーなどに人気が集まり、2

日間で延1，500人の人出がありました。

　　　　　　照
　灘翻．，
騰

灘
蓬
懸鯛

灘
灘
搬
雛
鍵
繋
難
翻
灘

噴

400人の応募があった積雪深予測

　　
一足早い雪でスノーベースボールに挑戦

難
蓬

博物館で開かれた「雪の造形と文様展」
数々の貴重なコレクションを説明する高橋雪人氏

いろいろな融雪屋根が一同に会しました

　　　　　　　　　　　　纏　　　　．．灘

饗譲
欝
、
罎

讐霧

醗
　

．
職
．
・

　
　
　
　
　
　
騰

職灘
　
撚
齢
　
　
　
　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　オ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぴ　　　
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履口　　…≡1凋、　　＝騒竃　　　コ匡　　＝

　　（十日町大会）　公開シンポジウム
黙雪は宝物”　地球温暖化時代における利雪の最前線

　
十
月
十
四
日
㈲
か
ら
十
八
日
㈱
の
五
日
間
に
わ
た
り
、
日
本
雪
氷
学
会
全
国
大
会
が
ク
ロ

ス
ー
0
を
会
場
に
開
か
れ
ま
し
た
。
大
会
に
は
全
国
か
ら
約
三
百
人
の
学
会
関
係
者
が
訪
れ
、

五
日
間
で
二
百
十
の
研
究
発
表
・
交
流
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会
が
地
方
の
小
都
市
で

開
か
れ
る
の
は
、
十
日
町
市
が
初
め
て
。
雪
ま
つ
り
発
祥
の
地
で
あ
り
、
日
本
の
雪
氷
学
を

リ
ー
ド
し
て
き
た
農
水
省
森
林
総
合
研
究
所
十
日
町
試
験
地
が
あ
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
二
年

前
か
ら
招
致
を
す
す
め
実
現
し
た
も
の
で
す
。

日
本
雪
氷
学
会
と
は

　
日
本
雪
氷
学
会
は
、
昭
和
十

四
年
に
「
日
本
雪
氷
協
会
」
と

し
て
創
立
さ
れ
て
以
来
、
ほ
ぼ

半
世
紀
に
わ
た
り
雪
と
氷
に
関

す
る
調
査
研
究
活
動
を
繰
り
広

げ
て
き
た
、
歴
史
の
あ
る
学
会

で
す
。
昭
和
三
十
年
に
現
在
の

「
日
本
雪
氷
学
会
」
に
改
称
し
、

最
近
で
は
国
際
雪
氷
学
会
と
組

ん
で
、
世
界
の
雪
氷
学
を
リ
ー

ド
す
る
ま
で
に
な
っ
て
い
ま
す
。

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
今
回
行
わ
れ
た
公
開
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
に
は
、
十
日
町
市
か
ら

二
人
の
参
加
者
を
含
む
、
五
人

の
研
究
者
が
発
表
を
行
い
ま
し

た
。

一般公開もされたシンポジウム

　
筑
波
大
学
地
球
科
学
科
の
安

成
哲
三
氏
の
「
地
球
温
暖
化
に

よ
り
十
日
町
の
雪
は
減
る
？
」

で
は
、
い
ま
盛
ん
に
言
わ
れ
て

い
る
地
球
規
模
の
温
暖
化
現
象

と
、
最
近
数
年
間
の
十
日
町
の

少
雪
に
着
目
し
た
、
十
日
町
市

民
に
と
っ
て
は
興
味
の
あ
る
発

表
を
行
い
ま
し
た
。

　
十
日
町
服
飾
専
門
学
校
の
田

村
恭
子
氏
の
行
っ
た
「
雪
へ
の

思
い
」
は
、
雪
が
く
れ
る
恵
み
、

消
雪
パ
イ
プ
の
水
で
消
え
て
い

き
そ
う
な
冬
の
き
も
の
姿
、
き

め
細
や
か
な
除
雪
へ
の
要
望
、

あ
る
い
は
雪
ま
つ
り
へ
の
想
い

な
ど
を
交
え
て
、
雪
国
に
住
む

女
性
な
ら
で
は
の
、
雪
へ
の
想

い
を
語
り
ま
し
た
。

　
十
日
町
市
克
雪
都
市
計
画
課

の
樋
口
利
明
氏
は
「
も
っ
と
雪

を
1
雪
と
水
と
い
っ
し
ょ
に
暮

ら
す
i
」
と
題
し
、
二
年
前
か

ら
自
宅
に
貯
雪
槽
を
設
置
し
、

雪
を
冷
房
や
生
活
水
に
利
用
し

て
き
た
研
究
を
発
表
し
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
れ
か
ら
の
雪
国
の
生

活
様
式
を
「
セ
ッ
ス
イ
・
ラ
イ

フ
」
と
し
て
提
案
し
ま
し
た
。

地
酒
と
コ
シ
ヒ
カ
リ
は

く
　
　
　
懇
親
会
で
大
人
気

灘

雪
へ
の
想
い
を
語
る

　
　
　
　
　
田
村
恭
子
さ
ん

ぐ

》パ
ネ
ル
展
で
は
熱
心
な

　
　
　
　
　
意
見
交
換
が

躊

▲

十日町市の利雪実験は
注目の的

十日町アマチュア無線》
クラブの協力で全国にPR
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1

蛎
齪
礁
矯
卿
野
球
場
と
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
が
完
成

　
地
権
者
の
皆
さ
ん
や
関
係
機

関
の
ご
協
力
に
よ
り
、
五
月
か

ら
十
日
町
総
合
公
園
に
建
設
が

進
め
ら
れ
て
い
た
勤
労
者
体
育

施
設
「
十
日
町
サ
ン
・
ス
ポ
ー
ツ

ラ
ン
ド
」
が
完
成
し
ま
し
た
。

　
こ
の
施
設
は
、
野
球
場
一
面

と
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
（
全
天
候
型
）

四
面
、
管
理
棟
で
総
事
業
費
は

約
二
億
円
で
す
。
野
球
場
は
コ

ン
ク
リ
ー
ト
フ
ェ
ン
ス
で
囲
み
、

六
基
の
照
明
灯
を
備
え
た
両
翼

九
十
七
・
六
癖
、
内
・
外
野
合

わ
せ
て
六
ヵ
所
の
散
水
栓
が
設

け
ら
れ
、
ス
タ
ン
ド
は
芝
を
張

り
め
ぐ
ら
せ
て
い
ま
す
。

　
管
理
棟
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ

ー
ト
造
り
の
平
屋
建
て
で
、
事

務
局
、
本
部
席
、
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
ル
ー
ム
、
更
衣
室
、
シ
ャ
ワ

ー
室
を
備
え
て
い
ま
す
。

　
今
後
、
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド

と
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
八
面
、
一
周

一
・
五
キ
。
の
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ

ー
コ
ー
ス
、
そ
し
て
大
規
模
な

セ
ン
タ
ー
プ
ラ
ザ
の
建
設
を
計

画
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
落
成
式
は
二
十
八
日

㈲
午
前
十
一
時
か
ら
現
地
で
行

わ
れ
ま
す
。

嚢来春から本格的に
親しまれる両施設です

　
主
要
地
万
道

　
大
和
焼
野
線

　
十
月
十
六
日
㈹
、
中
魚
沼
地

方
か
ら
新
幹
線
浦
佐
駅
を
最
短

距
離
で
結
ぶ
県
道
大
和
焼
野
線

の
「
後
山
ト
ン
ネ
ル
」
が
完
成

『
後
山
ト
ン
ネ
ル
』
が
開
通

し
、
開
通
式
が
浦
佐
側
の
同
ト

ン
ネ
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
開
通
し
た
ト
ン
ネ
ル
は
、
後

山
の
峠
越
え
三
・
五
・
。
を
直
線

で
結
ぶ
、
長
さ
千
二
百
五
材
、

幅
員
八
・
五
材
で
昭
和
五
十
八

年
に
着
工
。
総
事
業
費
二
十
八

億
三
千
四
百
万
円
を
か
け
、
十

年
の
歳
月
を
費
や
し
て
完
成
し

ま
し
た
。
ト
ン
ネ
ル
入
口
の
壁

面
に
は
「
文
化
が
か
お
る
一
％

事
業
」
に
よ
る
大
和
町
の
八
色

つ
つ
じ
な
ど
の
ア
ー
ト
レ
リ
ー

フ
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　
県
道
大
和
焼
野
線
は
、
昭
和

四
十
七
年
に
山
間
地
域
の
生
活

道
路
整
備
の
た
め
、
十
日
町
市
・

大
和
町
・
川
西
町
・
高
柳
町
で

構
成
す
る
改
良
促
進
期
成
同
盟

会
（
会
長
十
日
町
市
長
）
を
組

織
し
、
後
山
峠
を
ト
ン
ネ
ル
で

通
過
す
る
運
動
を
展
開
し
て
き

ま
し
た
。

　
こ
の
ト
ン
ネ
ル
の
完
成
に
よ

り
、
浦
佐
駅
ま
で
約
十
分
短
縮

さ
れ
高
速
交
通
体
系
へ
の
接
続

や
生
活
道
路
と
し
て
大
い
に
利

用
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
一
部

未
改
良
の
部
分
が
あ
り
早
急
な

手
当
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
コ
一
九
番
」

　
　
　
　
　
に
火
事
や
救
急
・

す
　
救
助
を
通
報
す
る

で
一
と
き
、
場
所
や
状

　
』
　
　
　
況
を
正
確
に
伝
え

日
旙
る
こ
と
は
な
か
な

の
11
か
難
し
い
も
の
で

番
騨
総
罫
鰻

9
救

　
　
　
　
　
刻
を
争
い
ま
す
。

■
■
■
　
・

『
急
通
報
は
、
一
秒
で

ま
救
も
早
－
、
あ
わ
て

‘
と
ず
に
お
ち
つ
い
て

日
事
正
確
に
話
し
ま
し

9
火
｛
製
ば
・

月
一
・
救
急
車
を
お
願

11

　
い
し
毛
場
所

　
　
　
　
　
は
○
○
町
○
○
丁
．

　
　
　
　
　
目
○
○
番
地
の
○

○
宅
で
す
」
近
く
に
目
標
に
な

る
建
物
が
あ
る
場
合
は
「
○
○

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
の
隣
で
す
。

○
○
歳
の
○
○
性
が
階
段
か
ら

落
ち
て
足
を
骨
折
し
ま
し
た
」

と
い
う
よ
う
に
、
は
っ
き
り
と

話
し
て
く
だ
さ
い
。

　
公
衆
電
話
（
赤
・
ピ
ン
ク
電

話
）
か
ら
通
報
す
る
場
合
は
、

店
の
人
か
ら
専
用
キ
ー
で
切
り

替
え
て
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。

切
り
替
え
な
い
と
一
方
通
話
と

な
り
ま
す
。
こ
の
場
合
、
い
っ

た
ん
受
話
器
を
置
く
と
消
防
署

か
ら
電
話
が
か
か
り
ま
す
。

※
問
い
合
わ
せ
は
智
5
7
i
1
5

5
5
へ
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
國
國
國

　
P
R
パ
ン
フ
作
成

　
『
あ
な
た
の
元
気
を
下
さ
い
。
』

…
…
こ
れ
は
、
こ
の
九
月
末
に

作
成
し
た
P
R
用
パ
ン
フ
レ
ツ

ト
の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
で
す
。

B
五
版
四
外
，
の
大
き
さ
で
一
万

枚
を
印
刷
し
ま
し
た
。

　
運
営
委
員
会
の
P
R
部
会
が

熟
考
・
討
議
を
重
ね
、
会
の
目

的
・
何
を
す
る
と
こ
ろ
か
・
参

加
の
方
法
等
を
誰
で
も
が
説
明

で
き
、
見
た
人
も
判
り
や
す
い

も
の
に
、
と
い
う
視
点
で
作
成

し
た
も
の
で
す
。

同
級
会
等
で
の
利
用
を

　
最
近
、
市
内
で
は
、
各
種
同

級
会
が
頻
繁
に
行
わ
れ
て
い
る

よ
う
で
す
。
特
に
春
と
秋
に
集

中
し
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
当

会
に
も
会
員
の
方
か
ら
、
　
「
ど

こ
ど
こ
で
や
る
ん
だ
ど
も
、
（
会

の
）
紹
介
し
て
や
っ
て
も
い
い

ぜ
の
」
　
「
同
級
会
を
や
っ
た
ん

だ
ど
も
入
り
た
い
の
が
い
た
す

け
え
、
資
料
を
送
っ
て
や
っ
て

く
れ
や
」
週
末
と
週
開
け
に
な

る
と
こ
ん
な
話
が
多
く
き
ま
す
。

こ
ん
な
時
に
も
、
是
非
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ど
こ
の
同
級
会
で
も
幹
事
は

國
囮
VOL．4

会
　
）

町
局
顎

ロ
H
　
　
　
　
、

　
　
　
　

十
務
一
5
0

き
　
57
線

好
事
費
内

大
　
（

持
ち
回
り
に
な
っ
て
い
る
ケ
ー

ス
が
多
い
よ
う
で
す
。
定
期
的
に

開
催
を
し
て
い
る
会
も
あ
る
で

し
ょ
う
が
、
幹
事
か
ら
同
級
生

へ
の
各
種
の
情
報
発
進
は
大
変

で
す
。
と
り
わ
け
、
印
刷
物
を

つ
く
っ
て
送
る
ま
で
が
ひ
と
苦

労
。
こ
ん
な
場
合
に
、
会
の
情

報
誌
（
会
報
）
を
利
用
す
る
と

大
変
便
利
で
す
。
同
級
生
全
員

が
会
員
に
な
る
と
い
う
条
件
で

あ
れ
ば
、
手
書
き
の
原
稿
（
情

報
）
が
活
字
に
な
り
、
郵
送
料

も
必
要
な
く
、
相
手
方
に
確
実

に
送
ら
れ
ま
す
。

会
員
が
会
員
を
多
く
す
る

　
こ
の
会
の
目
的
の
ひ
と
つ
に
、

い
か
に
多
く
の
人
か
ら
会
員
に

な
っ
て
も
ら
え
る
か
、
と
い
う

こ
ど
が
あ
り
ま
す
。
今
、
パ
ン

フ
を
作
成
し
た
P
R
部
会
で
は
、

会
員
が
新
会
員
を
増
や
し
て
く

れ
る
た
め
の
方
法
を
検
討
し
て

い
ま
す
。

　
ど
ん
な
媒
体
を
活
用
し
て
も
、

ク
チ
コ
ミ
に
勝
る
も
の
な
し
、

と
言
わ
れ
ま
す
。
内
容
等
を
自

分
の
判
断
に
お
い
て
人
に
伝
え

る
こ
と
ほ
ど
、
確
実
な
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。

6



上
水
道
事
業
決
算
状
況

　
平
成
元
年
度
の
水
道
事
業
の

決
算
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
水
道
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が

健
康
で
文
化
的
な
生
活
を
営
む

単位：千円▼元年度決算．（収益的収支）

受託工事収入
58，083

　　（8．6％）

〆他会計負担金
　　37，638
　　　（5．6％）

rその他
　11，326
　　（1．7％〉

水道料金
　　564，757
　　　　（84．1％）

鐵
辮

　
　
騰

鐡
網
籔

　
織

う
え
で
、
重
要
な
事
業
の
一
つ

で
す
。
こ
の
大
切
な
使
命
を
受

け
元
年
度
は
、
生
活
用
水
の
安

定
供
給
、
漏
水
調
査
、
経
費
節

減
な
ど
を
目
標
に
各
種
事
業
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

収
益
的
収
支
で
は
千
十
八
万
五

千
円
の
純
利
益
を
あ
げ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
資
本
勘
定
で
は
第
三

期
拡
張
事
業
が
五
年
目
仁
な
り

ま
し
た
。
前
年
度
ま
で
に
完
成

し
た
深
井
戸
か
ら
の
原
水
を
分

離
除
去
し
て
出
た
、
鉄
、
マ
ン

ガ
ン
な
ど
を
乾
燥
処
理
す
る
汚

　　　　　　　　　純利益10，185千円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（32．1％）
修繕費
39’599　　　　　　　人件費
　　　じの　　

　　　　　　　　　　　　　　　137，698
　受託工事費　　　　　　　　　（20．8％）
　　53，084
　　　　（8．0％）
　　　　　　　動力費
　　　　　　　55，097　　減価償却費
　　　　　　　　（8・3％）　118，145（17．9％）

泥
脱
水
装
置
の
設
置
と
そ
の
関

連
工
事
を
実
施
し
ま
し
た
。
一

方
、
一
般
改
良
工
事
で
は
、
一
、

四
六
六
材
の
配
水
管
布
設
と
布

設
替
、
消
火
栓
一
基
の
設
置
を

実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

差
引
き
九
千
百
十
万
六
千
円
の

不
足
を
生
じ
ま
し
た
が
、
損
益

勘
定
留
保
資
金
等
で
補
て
ん
し
、

収
支
の
均
衝
を
図
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
上
水
道
事
業
に
お
け

る
消
費
税
納
税
額
は
四
百
六
十

八
万
九
千
円
で
し
た
。

　
今
後
と
も
、
健
全
経
営
に
努

力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

▼上水道事業の現況と業務量の状況

区　　　　　分 平成晃年度 昭和総隼度 姥較（％）
レ　マ　ノ」　什ゴ　d・　人　くこ　に　71〃過　日　ノ￥　　　」L月屍

ま瞥離鍛星荒ま清簸襟曲
いも円納上衝資じ千し火の改実置
り　’で税水を金ま百発栓配良施の　今
ま健し額道図等し十　　一水工し設　◆

稔噛妻矯繧諾警撞4　営　　百にして　’千結設設はたそ
　に　　六おたん損円果置と　・oの
　努　　十け　o㎏益の　・を布一て一関

　▼資本的収入および支出（消費税込み）単位：千円

計画給水人口（人） 31，800 31，800 100．O

年度末給水戸数㈱ 8，700 8，579 101．4

年度末給水人口（人） 28，414 28，586 99．4

年間総給水量（mう 3，876，060 3，784，557 102．4

一日最大給水量（mう （届）14，510 （％）13，282 109．2

一日平均給水量（mう 10，619 10，369 102．4

一日一人当たり最大給水量（尼） 510 465 109．7

一日一人当たり平均給水量（尼） 374 363 103．0

支　　　　　出 収　　　　　入
有　収　水　量（m3） 3，153，801 3，087，192 102．2

科　　　目 金　　　額 科　　　目 金　　　額
有　　収　　率（脇 81．36 81．83 99．4

建設改良費 239，482 企　　業　債 206，600年度末消火栓数（基） 288 287 100．3

企業債償還金 58，831 負　担　金 607年度末送鰯水管総延長（m〉 22，490 22，199 101．3

合　　　　計 298，313 合　　　　計 207，207年度末配水管総延長（m） 80，709 78，769 102．5
資本勘定における資金不足額91，106千円は、減債積立金、損
益勘定留保資金で補てんしました。普　　及　　率（％） 99．81 99．81 （100．O）

▼資本的収入および支出（消費税込み）単位：千円

塒
晶
簸
講
響
ざ
ま

m
　
　
　
　
　
“

㎞
麗
欝
瓢
響

貢
　
　
　
　
当
間
と
他
の
リ
ゾ
i

㎞
圃
鞍
壁
鐵

翻
宙
編
郵
堺

珈
盈
い
て
は
ど
の
奪

シ
　
　
　
　
え
て
い
ま
す
か
。

　
蕪
騨
簿

　
　
当
間
高
原
の
リ
ゾ
ー
ト
開
発

　
の
特
徴
の
一
つ
は
、
建
物
、
施

　
設
な
ど
“
ハ
ー
ド
”
と
呼
ば
れ

　
る
も
の
よ
り
、
む
し
ろ
文
化
活

　
動
、
企
業
活
動
を
支
援
す
る
た

　
め
の
、
し
く
み
や
組
織
と
い
っ

　
た
“
ソ
フ
ト
”
の
面
に
重
点
を

　
置
い
て
い
る
こ
と
で
す
。

　
　
こ
の
計
画
の
大
き
な
ね
ら
い

　
の
一
つ
で
あ
る
「
地
域
文
化
の

　
創
造
」
の
た
め
、
芸
術
・
文
化

　
活
動
・
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
・

　
支
援
、
周
辺
地
域
の
独
自
の
文

　
化
活
動
へ
の
支
援
・
活
性
化
、

　
な
ど
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
そ

　
の
た
め
に
、
ア
ト
リ
エ
、
ギ
ャ

　
ラ
リ
i
（
画
廊
）
と
い
っ
た
活
動

　
の
場
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
も
う
一
つ
の
ね
ら
い
で
あ
る

　
「
経
済
環
境
の
育
成
」
の
た
め
、

　
企
業
人
材
の
育
成
、
企
業
活
動

　
の
支
援
、
産
業
誘
致
、
地
場
産

　
業
振
興
、
な
ど
を
行
っ
て
い
き

　
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
研
修
セ

　
　
　
　
　
　
　
7

ン
タ
i
、
リ
ゾ
ー
ト
オ
フ
ィ
ス
、

リ
サ
ー
チ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
（
研
究

所
）
、
な
ど
を
設
置
す
る
予
定

で
す
。

　
十
日
町
・
魚
沼
・
東
頸
城
を

特
定
地
域
と
し
た
新
潟
県
の
リ

ゾ
ー
ト
構
想
「
雪
と
緑
の
ふ
る

さ
と
マ
イ
・
ラ
イ
フ
・
リ
ゾ
ー

ト
新
潟
」
は
、
八
つ
の
重
点
整

備
地
区
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。

十
日
町
市
、
中
里
村
を
含
め
た

当
間
高
原
地
区
（
三
、
〇
一
一

㎞
）
は
、
そ
の
中
で
中
核
を
成

す
も
の
で
す
。

　
当
然
、
新
潟
県
の
指
導
の
も

と
に
、
関
係
十
四
市
町
村
が
各

々
の
役
割
を
明
確
に
し
、
協
調

や
連
帯
の
中
で
進
め
て
い
ま
す
。

　
将
来
、
上
越
国
際
ス
キ
ー
場

と
珠
川
エ
リ
ア
が
連
結
さ
れ
、

一
大
ス
キ
ー
エ
リ
ア
が
形
成
さ

れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
グ
リ
ー
ン

ピ
ア
津
南
や
マ
ン
ト
パ
ー
ク
津

南
、
清
津
峡
な
ど
の
既
存
の
観

光
地
と
の
連
帯
を
図
る
こ
と
で

相
乗
効
果
が
生
ま
れ
、
波
及
効

果
は
大
き
い
も
の
と
考
え
ま
す
。

　
他
の
リ
ゾ
ー
ト
と
の
差
別
化

と
協
調
、
相
反
す
る
よ
う
で
す

が
ど
ち
ら
も
非
常
に
大
切
な
事

で
あ
り
、
こ
の
リ
ゾ
ー
ト
計
画

の
成
功
の
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
と

思
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
地
域
開
発
室

（
奮
5
7
－
3
1
1
1
内
線
鵬
・

鵬
）
へ
。

7と’お』が夢3平成2年10月25日

下㎜一胃『
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訪役1所ぱ盈57－3111‘〒948子歳町3一のです

轡甜鰻とう
　社会福祉協議会事業へ＝岡村建治

（北新田2・1，000円）近藤哲雄（上

新田1・50万円…香典返し）大島サ

ワ（上川町・10万円…香典返し）越

村新次（新座3・5万円…香典返し）

高橋貞敏（土市3・5万円）庭野とく

代（学校町1・1万円）林豊子（寿町4・

3，100円）今井友男（200円）十日町

実業高校第8回生同窓会（66，537円）

鉢真生会（3万円）勝又薬局（2，319

円）匿名（100万円…香典返し）匿名

（5万円）

　交通遺児等援助基金へ＝10月15日

現在：10，101，929円　関口潔（加賀

糸屋町・17，050円）

　国際交流文化・スポーッ基金へ＝

10月15日現在：56，446，147円　㈱丸

山工務所（200万円）

　平和基金へ＝10月15日現在13，93

7，340円　原水爆禁止十日町市協議

会（会長松井愛美・100万円）十日町

地区平和友好祭実行委員会（実行委

員長羽鳥勇・7，340円）

　図書館建設資金へ＝10月15日現在：

20万円　十日町四交会（会長西脇棋

三郎・20万円）

　公民館へ二長谷川良雄（田川町1）

熊木五郎（高田町1）高橋裕実（本町

7－1）小野塚好一（稲荷町2）田村

克夫（寿町2）富井一秋（水沢2）

　博物館へ＝佐藤庄次、丸山ヒサ（四

日町新田3）池田良夫、和田幸太郎

（尾崎）若井八郎右衛門（太子堂）

高橋賢治（中条八幡）大熊福治郎、

池田義雄（塚田）金沢春平（中条島）

内藤トモ（上原）田村敏夫（下町）

田村達夫、庭野恒治、星名ハル（中

条旭町）池田七治（焼野）波形卯二

（魚之田川）大津秀夫（三ツ山）高

橋昭三（春日町3）長津清太郎（川

治下町1）村山幸男（池之平）高木英

次郎（妻有町東1）春日寅一、春日

利男（樽沢）佐藤孝二（小泉3）島

田彰雄（小泉1）太田健一（南鐙坂）

小海俊一郎（名ケ山区長）宮沢サダ、

宮沢隆司（小黒沢）金子甚二（上川

町）阿部尭春（馬場4）佐藤リヨ、

佐藤丑造、小海忠作、佐藤ケン、佐

藤光夫、佐藤秀次、佐藤行雄（当間）

樋口康和（大石）富井房江（珠川1）

村山憲吾（岩野）田村ミツ（貝ノ川）

村山定治（水口）生越誠一（上新田

3）米山豊平（新保）近藤正毅（原）

大渕栄太郎（下条中央通り）田村守

一（下条栄町）樋口熊男（塩野）十

日町郵便局（本町6）渡辺道哉、松

乃井酒造㈱（川西町）佐藤重夫（当
間）

　三好園へ＝橋本キコ（新水・1万

円）斉木光三郎（西浦町東・5，000円）

むつみ笑和会（下条・20，300円）池

田東五（下条本町・あめ詰合せ）庭野

正平（江道・果物、菓子詰合せ）高橋

実（栄町・せっけん）小島信夫（為永・

レコード）小海フサ（原・野菜）生越

伊三郎（下条栄町・野菜）高橋直一

（中里村・野菜4kg）十日町北ロータ

リークラブ（キャラ・こぶし・いち

ょうの木）㈱マルト田村茶舗（本町

2・お茶7kg）衣料のタムラ（下条

中央通り・歯みがき）十日町市民謡・

舞踊協会（果物、菓子詰合せ）

　　国の進学ローン
■対象者　高校・大学・専門学校に進学される人の父母

　（親族や本人でも利用できる場合もあります）

■融資額　一進学者あたり100万円以内。

■返済期間　5年以内。ただし、大学・高専等修業年限

　が4年以上の人は6年以内。

■保証人　一人以上。

■返済方法　毎月元利均等返済

■取扱期間　11月～平成3年4月まで。

■申し込み　国民金融公庫長岡支店（智0258－36－4360）

　または十日町商工会議所（暦57－5111）へ。

事業資金は国民金融公庫で！

　　一年末資金の申し込みはお早目に一

◎国の事業ローン

　（普通貸付）

■融資額　3，500万円以内。

■融資期間　運転資金5年

　以内、設備資金10年以内。

ロ問い合わせ

　会議所へ。

◎経営多角化ローン

　（特定設備資金）

■融資額　5，200万円以内。

■融資期問』20年以内。

国民金融公庫長岡支店または十日町商工

ご存知ですか環衛公庫融資
　環衛公庫は、飲食、理容美容、旅館、クリーニング等

の環境衛生関係業の皆さんに低利で長期な資金を融資す

る政府金融機関です。

■問い合わせ』環境衛生金融公庫業務部（盈03－582－54

　16）へ。

　　年末調整の説明会
　十日町税務署では、平成2年分年末調整説明会を次の日

程で開きます。年末調整のために必要な説明書および諸用

紙などは、当日会場で渡します。徴収義務者の皆さん、都

合のつく会場へお出かけください。

■問い合わせ　十日町税務署（盈52－3181）へ。

期　　日 時　　闘 会　　　場

11月6日（火） 午後1時30分～ 市　　民　　会　　館

11月7日㈲
午前10時～ 十日町税務署
午後2時～ 川西町商工会館

11月8日休）
　　　　『午前10時～ 中里村総合センター

午後2時～ 津南町役場会議室

お気軽にどうぞ！文化講演会

と　き／11月13日（幻午後7時～

ところ／市民会館ホール（学校町1）
　　　　もりなカボゆき
講師／森永由紀先生

演題／魅せられて、南極

主　催／十日町小学校P　T　A教養部

　　　十日町中学校PTA教養委員会

〈講師紹介〉

　昭和34年、東京生まれ。中学時代をアメリカで過ごす。

53年、日本女子大学家政学部化学科入学。57年「雪と氷の

世界にひかれて」筑波大学大学院博士課程地球科学研究科

へ。62年から同大助手。同年11月から翌年3月まで、日本

初の女性観測隊員として南極へ派遣された。

9とJrJr創旨3平成2年10月25日
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　ふれあいの場！

勤労青少年ホーム祭
　11月3日㈱午前10時～午後3時

●活花展●野だて（お茶会）●バザ

ー（ちらしずし・おでん・うどん・

不用品バザー●アトラクション●輪

なげ●タロット占い●喫茶など盛り

だくさんの行事があります。

ロ問い合わせ　勤労青少年ホーム

　（暦57－8918）へ。

　　　お気軽にご相談をしてみませんか！

特設人権相談所を開設
　新潟地方法務局長岡支局と長岡人

権擁護委員協議会では、特設人権相

談所を開きます。

　毎日の生活の中で、もめごとや困

ったことがある人は、この機会にご

相談ください。

■と　き　11月6日（幻午前10時～午

　後3時

■ところ　十日町市公民館

■相談員

水野秋一支局長（法務局長岡支局）

武田文雄、中林秀一郎、根津清治、

　酒井浩司の各人権擁護委員

■問い合わせ　市民課（智内線143）

　へo

楽し9もうスポー◎ツ・つくるう健康 体育課（総合体育館内盈52－4377）

＼

硬式テニス講習会
■と　き　11月19日・26日、12月3

　日・10日・17日の月曜日午後7時

30分～9時30分（全5回）

■ところ　総合体育館

■参加資格　初心者、初級者

■参加費　2，000円（11月19日徴収）

■定　員　40人（申し込み順）で締

　め切ります。

■申し込み　岡村久男（北新田2智

　57－8757）へ。

　　コンピューター診断による

市民体力テスト
■と　き　11月14日㈱午後7時～9

　時

■ところ　総合体育館

■参加費　無　料（用紙代50円必要）

■対象健康な人（運動のできる
　支度で来てください。）

■申し込み　当日、総合体育館で受

　け付けています。

鯉醒塾おもなスポーツ行事予定

第24回市民スポーツ大会（結果）
各部門の第1位を紹介します。（敬称略）

日・10日・17日の月曜日午後7時　　　　部門 種別 団体・個叢名 ノ母レー

ボール
パパママバレー 十日町ク　ラブ

職　　場
地　　　域

高　　校

中　　学
女　　　子

十日町地域消防署
新　　　座　　　A
十日町高校陸上部1年

吉田中学校A
吉　田　中　学校

サッカー 小学生 中　条　　F　C30分～9時30分（全5回）

■ところ　総合体育館
　　　　　　　　　　　　　　　　　　陸上競技
■参加資格　初心者、初級者　　　　　　（駅伝）

■参加費　2，000円（11月19日徴収）

　　　目 バドミ

ントン

小学34年女子

小学5・6年男子

小学5・6年女子

中学生女子

小学生女子

中学生女子

児玉春美（吉田小）

宮内　晃平（中条小）

丸山　美里（吉田小）

曽根　真澄（中条中）

馬場　妙子（吉田小）

馬場奈津子（吉田小）

岡田真由美（中条中）

曽根　真澄（中条中）

体　操

中学男子

中学女子
一般・高校男子

一般・高校女子

長津　利幸（南　中）

村山　純美（水沢中）

柳　　善信（＋日町高）

星名真紀子（＋日町高）

野　球

400歳野球

小学生
小学5年以下

川　　治　体　　協

青葉　A（西小）

青葉　B（西小）

柔　道

小学1・2年

小学3・4年

小学5・6年

中学1年

中学2年

中学3年

一般軽量級

一般重量級

一般女子

太田　　聡（東小）

上村　　靖（鐙島小）

尾身　和馬（鐙島小）

中沢、輝男（＋日町中）

高橋　　寛（＋日町中）

桑原　和司（水沢中）

庭野　吉造（柔道会）

今道　　敬（柔道会）

大嶋　律子（＋日町高）

バスケット

ボール

一般男子

一般女子

南　陵　ク　ラ　ブ

十日町ク　ラブ

■定　貝　40人（申し込み順）で締

　め切ります。

■申し込み　岡村久男（北新田2智

　57－8757）へ。

　　コンピューター診断による

市民体力テスト
■と　き　11月14日㈱午後7時～9

　時

■ところ　総合体育館

■参加費　無　料（用紙代50円必要）

■対　象　健康な人（運動のできる

　支度で来てください。）

■申し込み　当日、総合体育館で受

　け付けています。

鯉醒塾おもなスポーツ行事予定

卓　球

一般男子

一般女子

中2男子

中2女子

中1男子

中1女子

影山　裕一（影山染工）

福島たみ子（新座）

樋口　利安（水沢中）

羽鳥シズ江（南　中）

福崎　直樹（南中）

高野　寿美（水沢中）

剣　道

小学低学年

小学高学年

中学男子，渡辺
ノ中学女子

高校男子

高校女子

大野　友斉（剣友会）

遠田　紘平（川治小）

　　隆之（南　中）

平野　和美（南　中）

根津　雅之（剣友会）

羽鳥友美子（＋日町高）

軟　式

庭　球

一般男子A

一般男子B

一般女子A

婦人A
婦人　B

湯沢　一彦（表窄鴛）

樋口　和之（織物組合）

関谷　吉次（角田屋商店）

原田　健一（共立観光）

山田　綾子（滝泰）
根津　明子（交通センター）

根津　キイ（TAC）
高橋　佑子（シルキーズ）

村山ミツ子（新座）
高橋　良子（新座）

期日 行事名 会　場 韮催・主管

空　手

小学生低学年型

小学生高学年型

中学・高校生型

中学・高校男子組手

中学・高校女子組手

入田　　生（吉田小）

山口　由明（中条小）

広田　　剛（＋日町高）

中沢　　悟（＋日町高）

根津　咲子（＋日町高）

3（土）
ナガセヶンコー杯魚沼二市

三郡軟式庭球選手権大会
信濃川
運動公園

軟式庭球
連　　盟

4（日）

新潟県ベテラン卓
球大会

総合体育館 卓球協会

二市三郡柔道木会 武道館 柔道会
男子　A

男子　B

女子　A

女子　B

阿部　勝久（FTC）
高橋　正和（GTC）
阿部　　澄（WTC）
遠田　芳子（WT　C）

相　撲

団体戦
小学3年

小学4年

小学5年

　東　　　　　小

福田　優心（西小）

佐藤　圭吾（川治小）

保坂　峰得（＋日町小）

6～
（火・木）

トレーニング＆フィットネ

スカウンセリング（後期）
総合体育館 教育委員会　　　　テニス

14困 市民体力テスト 総合体育館 教育委員会

16～18
（金一日）

県秋季高校バドミ
ントン大会

総合体育館 高体連 平成2年度十目町市体育協会表彰者の追加（敬称略）

19（月）

硬式テニス基本講
習会

総合体育館 テニス協会

獲灘談糠i饗鍍膿 滝　沢　　　歩　（11） 空　手　道

中越地区高校団体
選抜軟式庭球大会

総合体育館 高体連 大　嶋　次　郎　（2① ス　キ　ー 保　坂　大　介　（17） 陸　　　上

25（日） 地区対抗バドミン
トン大会

総合体育館 バドミン
トン協会

灘　　鋤　　饗　　撒 柳　　　善　信　（17） 体　　　操

　　　　　　　　　　　　　　　　　　・■受付期間　11月1日㈲～12日（月）
11月体育施設無料開放日24日（土）．抽選日（許可証交付）11月14日㈹

ユ

26（月）～
ナガセケンコー杯地区

親善軟式庭球大会
総合体育館 軟式庭球

連　　盟

雛難鰯嚢轟麟
覇珪醐麟霧蒙糞

■と　き　11月3日仕）午前9時集合　　■申し込み　11月1日休）までに下条地

■ところ　下条中央公園ミニゴルフ場　　区公民館（智55－2004）か、ミニゴ

■参加費　1，000円　　　　　　　　　ルフ場（盈55－2822）へ。

平成2年度十目町市体育協会表彰者の追加

11月体育施設無料開放日24日（土）

（敬称略）

・■受付期間　11月1日㈲～12日（月）

■抽選日（許可証交付）11月14日㈹

ユ0
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相談コーナー
①交通事故相談11月5日（月）

②定例行政相談11月9日㈲

③巡回内職相談11月16日㈹

時間：午前10時～午後3時

会場：高齢者職業相談室（変

　　更することがあります）

冬期間の駐車を受け付けます

クロス10駐車場
■期　間　12月10日（月）～平成3年3

月20日（水）ただし、平成3年2月15

・16・17日（金・土・日）は雪ま

つりのため駐車できません。

■料金25，000円（ただし、前納
となります）

■受付駐車台数　100台（申込順）

■申込期間　11月1日休）から。

■申し込み　クロス10（智57－2323）

へo

ユユと’6ガ創耽墜平成2年10月25日

誌餐擁篠盈5孫一3望望望懲錐

乳膨暢一甑欝
働十日町観光情報　暦57－0500

晩秋の観光情報

⑪妻有の民話　　　盈57－0300

％～11　ごぼうさの金玉

％～18　雀からもらった

　　　　　ユウゴ種㊤
％～25　　〃　㊦
％～％　七ツ釜のヌシ

⑪妻有の歴史　　　岱57－1000

春川新道

《》くらしのダイヤル盈025－285－7000

％～12　S　F商法

％～19　素材と洗剤の選び方

％～26　消費生活相談事例

％～％　リサイクルを考える

⑪健康テレホン　　盈52－6015

　（夕方5時～翌朝8時30分）

月曜日　冬の運動不足

火曜日　肥満予防のための食事

水曜日　あなたの歯は一生のもの

木曜日　赤ちゃんを事故から守る

　　　ために
金～日曜日　主婦症候群

思春期の心と体の

　　　テレホン相談

　　ずりまず
　　ずゴτ《泥きい
＊消費者協会（商工観光課内盈内線231）へ。

ゆ奮9ま塗一・・

品　　　名 規　格 希望価格

自転車（3段変速） 24インチ 相　談

カメラ（スト・ボ付） ミノルタ
アルファースOOO

〃

編　　　　機 ブラザー 無　料

国際大百科辞典 ブリタニカ25巻
本箱付

50，000円
～70，000円

ベ　　ツ　　ド セミダブル 15，000円

ゆ蜜勢てく躍毒糖一一

自 転 車 ロードレース用 相　談

ベビーカ 一 2人用 〃

ス クータ 一 50　cc 〃

自転車（男子用） 低学年用
（8～9歳）

〃

こ
、 シ ン 〃

ギ タ 一
〃

水 槽 90cm以上 〃

ノ膚 イ ク 50　cc 〃

自転車（変速なし） 中学生用 〃

オ ル　ガ ン 3，000円
～5，000円

ス
一
ア
　
　 レ オ ラジカセタイプ

でないもの
30，000円位

自転車（女子用） 22インチ 3，000円

体の悩み、性の悩みなどを持って

いる思春期の皆さんご利用ください。

お父さん・お母さんもどうぞ。

　▼よ者自スをらつ用ス
高倫髪騎募翼消費者トラブル事例

生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、

ブ
剤
入
り
洗
顔
料
を
使

ス
ク
ラ
ブ
剤
が
眼
に
入

合
、
眼
に
危
害
を
も
た

能
性
が
あ
る
と
、
注
意

か
け
て
い
ま
す
。

ブ
剤
が
眼
に
入
っ
て
、

と
れ
な
い
場
合
、
お
医

っ
て
治
療
い
た
し
ま
し

あなたも参加してみませんか！

国際大学フェステイバル

■と　き　11月10日仕）午後5時30

分（午後4時50分市役所前集合）

■ところ　国際大学（大和町）

■参加費　2，000円

■定員45人（定員になりしだい
締め切ります）

■申し込み　11月6日（火ぽでに農業

委員会（奮内線120）へ。

スクラブ剤入り洗顔料

による眼の危害！
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者
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ム
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い
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チ
ク
し
た
の
で
、

こ
す
っ
た
。
市
販
の
目
薬

け
た
。
翌
朝
も
痛
い
の
で

に
行
っ
て
と
っ
て
も
ら
っ

普
通
ど
お
り
に
な
っ
た
。

に
傷
が
つ
い
た
。



11月乳幼児健康診査蟹

事業名 期園 憂羅蒔間 薄象箆

3歳児健診
（鵜欝児）

14日

㈱

午後1時10分

～1時45分

62年5月
生まれの幼児

1歳6カ月児

健　　　診

13日
（火）

午後1時10分

～1時45分

元年5月
生まれの幼児

4カ月児健診

　ならびに

育児学級

21日
依）

午後1時10分

～1時30分
2年7月
生まれの乳児

10カ月児
身体測定

22日

㈲

午前9時30分

～10時30分

2年1月
生まれの乳児

（餐犠罐）

会場は保健センター懇嘘

※1歳6カ月児、3歳児健診の幼児は歯科健診
　がありますから歯をきれいにみがいて来てく
　ださい。（3歳児健診は尿検査もあります）
※4ヵ月児健診に来られない人は、小児がん（神

　経芽細胞腫）尿検査セットを保健衛生課に取

　りに来てください。

11月の健康相談
会　　場 期日 蒔　　　闘

保健センター
5・19・26日

の月曜日 午前9時～午後4時

中条公民館 2日働

吉田公民館
8日（木）

午前9時～11時30分

吉田集会所 午後1時30分～4時

羽根川荘 9日㈹ 午前9時～午後4時

克雪センター 15日（木） 午後1時～4時

水沢公民館
16日㈹

午前9時～午後4時下条公民館

川治公民館 27日（幻

※血圧が心配、食事療法を知りたい、心に悩み

があるなどの方は、どうぞご相談を〃
※健康手帳をご持参ください。

11月13日㈹は老齢福祉年金の支払日です
　老齢福祉年金の支払いが、11月13日（幻から各郵便局で始まります（年金の支

払日は、いつもですと11日でしたが、今年は11日（日）と12日（月）が郵便局の休みのた

め、13日からとなります）

　先般、受給者の皆さんからお預りしました「老齢福祉年金証書」を下表の場

所でお渡しします。印鑑と保管証（ピンク色）を持参のうえ、お受け取りくだ

さい。代理の人でも結構です。当日、都合の悪い人は、市民課年金係の窓口で

お渡ししますので、14日以降早めにお受取りください。

■と　き　11月13日（火）

　午前9時～午後4時

■問い合わせ　市民課年金

　係（智57－3111内線144・

　145）へ。

年金証書の交付場所が

一部変更となります

　右表の※印のついた交

付場所が、昨年から変更

になったところです。お

まちがいのないように、右

表の交付場所で交付を受

けるようにしてください。

隼金証書交懲揚所 鶴金叢払騰暢疑

※十日町郵便局 十日町郵便局

市役所市民ホール
十日町本町簡易郵便局

十日町高田郵便局

※魚沼中条郵便局 魚沼中条郵便局

新水簡易郵便局 新水簡易郵便局

十日町川治簡易郵便局 十日町川治簡易郵便局

六箇簡易郵便局 六箇簡易郵便局

魚沼吉田郵便局
魚沼吉田郵便局

千手郵便局
※下条郵便局 下条郵便局
越後水沢郵便局 越後水沢郵便局

※土市郵便局 土市郵便局

3日（土〉大坪医院（四臼町／）盈57－6／00

4日（日）二F手診療所（川西町）盈68－2034

　　　上村病院（中里村）盈63－2／／4

11日（日）富田医院（神明町）費52－3269

　　　津南病院（津南町）盈65－3／64

12日（月）

18日（日）

23日㈹
25日（日〉

至誠堂医院（西浦町東）盈52－3276

山□医院（袋町中）暦52－2／74

大島医院（川原町）盈52－2957

中条病院（北　原）智57－30／8

鯵献血車鞍
4日（日）農協本所

7日㈱　吉沢織物㈱昭和町工場

26日（月）市役所

　　受付時間：午前／0時～正午
　　　　　　　　ゆ　　　　　　午後／時～3時

　　知っていますか！高額療養費支給制度

　医療費が高額となり、病院等へ一定額以上を支払った場合、その超えた分が

国保から支給されます。

区　　分 布民税を支払っ蒸駿る世帯 欝民税を支払っ鷲覧・嚢麟・雄帯

◎1カ月に57，000円以上を支払っ ◎1カ月に31，800円以上を支払っ

高額療養費 た場合、57，000円を超えた額が払 た場合、31，800円を超えた額が払

い戻されます。 い戻されます。

世帯合算

同じ世帯をい

◎同じ月に30，000円以上を支払っ

た患者が2人以上いる場合で、あ

◎同じ月に21，000円以上を支払っ

た患者が2人以上いる場合で、あ

っしょにする わせて57，000円を超えた額が払い わせて31，800円を超えた額が払い

扱いです。 戻されます。 戻されます。

◎1年以内に高額療養費の支給を ◎1年以内に高額療養費の支給を

多数該当 4回以上受けている世帯は、4回 4回以上受けている世帯は、4回

支払い額を引 目以降からは自己負担額が33，000 目以降からは自己負担額が22，200

き下げる扱い 円を超えた分について払い戻され 円を超えた分について払い戻され
です。

ます。 ます。

※自己負担額の計算は…………受診1件（レセプト単位）ごとに算定します。

・1カ月ごと　・患者1人ごと　・病院・診療所ごと　・医科と歯科別　・総

合病院の外来は各科別　・総合病院の入院患者は医科と歯科別　・保険診療の

対象とならない差額ベッド等は含みません。

■問い合わせ　保健衛生課国保係（盈57－3111内線140・141）へ。
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